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私たちの主な活動エリア

コウノトリ生息エリア

エコツアーのモデルエリア

ビオトープ整備

ビオトープ水田
（お酒プロジェクト）
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コウノトリの野外個体数の推移と野外繁殖地

全国 徳島県内

全国の個体数は「兵庫県立コウノトリの郷公園」のデータを使用

年間の記録数

年末の個体数

256

74
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コウノトリの繁殖地2021年

主なれんこん産地
（５産地で９割超）

コウノトリが繁殖しているのは稲作地帯
れんこん地帯は徳島県だけ

徳島県

５年連続で繁殖している鳴門板東ペア

巣立ち期の３羽のひな
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コウノトリはなぜ徳島県のれんこん地帯を選んだか？

浅くて、足が沈まないので餌

をとりやすい

ザリガニ、ドジョウ、フナなど

餌となる水生動物が豊富

収穫時以外ほぼ一年中、浅水管理

粘土質土壌（鳴門）

農薬の使用量がとても少ない

エコファーマー多い 特別栽培も

網に絡む事故がない防鳥網を用いない

徳島のれんこん産地にはコウノトリの生息・繁殖に必要な条件が揃っている

肉食性

動きが遅い

深水が苦手

コウノトリ

持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（持続農業法）

特別栽培農産物に係る表示ガイドライン（農水省）＊2

＊1 ＊2

＊1

赤：徳島県の特徴
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しかし、夏はコウノトリが入っていけない 繁殖ペアが増えない原因？？
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ビオトープの整備・管理（鳴門市大麻町帆崎地区）

H1 2021年7月H2 2021年6月

完成したH1 2020年6月整備中のH1 2020年5月整備前のH1とH2 2020年4月

7



耕作放棄地の再生による別の効果

グラウンドレベルが上がり陸地化
陸地の生態系

水を貯める機能が回復
水辺の生態系

２０年以上放置された元水田 水田環境を再生したビオトープ

生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）

農業生産機能の持続
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調査・足環装着 環境学習
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全国へＰＲ

県内でＰＲ

・アカデミックレストラン〜コウノトリれんこん〜
京阪神2/3、東京３月予定

○雑誌「めぐる、」にＰＲ記事掲載 12月発行

○徳島県産れんこん味わいフェア 11店舗 1/15〜1/30
れんこん料理を提供しれんこんをアピールしてくれる料理店つくり

○ＰＲ動画の制作 ２月

コウノトリの野生復帰を支える徳島県産れんこんの応援

・オンライン野菜研究室「シルベジセミナー」 12/21

2021年度環境省地域循環共生圏事業

○日本野菜ソムリエ協会とのコラボ企画
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ビオトープ米でお酒を造るプロジェクト

農家 酒蔵 消費者 コウノトリコウノトリ

人・物・お金の循環
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コウノトリを応援する商品群づくり
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エコツアーのビジネスモデル

コウノトリからはじまるAdventure Tourism 2022

共催：NPO法人とくしまコウノトリ基金
徳島県流域コウノトリ・ツルの舞う生態系ネットワーク推進協議会

日時：2022/2/15 13：30〜16：00 Zoomで実施予定

講師：岩浅有紀（大正大学准教授）

＊環境省の地域循環共生圏事業の支援により実施します

ご案内
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地域のにぎわいづくり

・環境保全型農業や環境を支援する商品の応援
・地場産業をつなぐ ・エコツーリズム

生物多様性の再生・環境学習

・コウノトリの野生復帰拠点づくり
・希少種の再生と外来種の管理
・環境学習プログラムの提供

環境で地域に人とお金を循環させる仕組みづくり

グリーンインフラの整備と
流域治水の提案

・耕作放棄地を再生たビオトープ
・ECO-DRRのモデル
・国交省の自然再生事業への参画

Nature 
Based 

Solution

持続可能な人とコウノトリの共生のために

ローカルSDGs ？

14



ありがとうございました
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